
大学院生のころからプラズマ実

験に携わるようになって，早いも

ので１８年が経過してしまった．当時は多くの大学で核融合

プラズマの実験研究が行われていたと記憶しているが，そ

の後核融合研究のステージが前進し，大規模装置への集約

化の傾向が進んだことで，実験研究に対する敷居がやや高

くなったように感じている．

この夏に，高校生～大学院生を対象とした４つのイベン

トに参加する機会をいただいた．それぞれに異なった趣旨

のイベントであったが，参加してくださった若者が抱く自

然科学への高い関心がこちらにも伝わってきてうれしく

思った．自然科学に興味を抱くきっかけとしては，自然現

象やハードウェア，あるいはソフトウェアに直接的に触れ

ることが肝要だろう．特に実験や工作好きになる場合とし

ては，一昔前であれば無線機材やオーディオアンプの自

作，あるいはラジコンやミニ四駆だったのかもしれない

が，最近では様々な電子工作キットが販売されており，驚

くほど多様な実験が家庭でも可能である．

さて，肝心のプラズマ実験については，その面白さをう

まく伝える良い方法がなかなか思いつかない．太陽活動や

オーロラの動画を通してプラズマのダイナミックな振る舞

いを紹介することはできるが，実験研究者のはしくれとし

てはプラズマの面白さをぜひ実験によって直接的に呈示し

たいと考えている．プラズマボールは見ていて飽きない

が，電磁流体的なダイナミクスを直接肉眼で見ていただく

ためには，定常電流の流れたそれなりのサイズのプラズマ

を維持したくなるのだが，電源を含めてどうしても大がか

りになってしまいがちである．現在は１０月下旬に開催され

る本学のオープンキャンパスに向けて，新作の実験デモを

準備検討しているところであるが，うまくいくかどうか．

（井 通暁）
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